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研究成果の概要（和文）：日本の都市空間を舞台とする伝統的活動としての祭りに着目し、祭り時の都市空間の変容や
使われ方、神輿や山車・観客の動きと都市空間との関係を多様に分析を通して、都市空間の保全や整備に資する都市の
見方や計画論を導くことを目的とした。約３０事例の調査の結果、都市空間に応答した多様な祝祭空間の生まれ方や、
祭りによって顕在化するコミュニティのつながりを発掘した。また、祭りを意識した都市の整備・保全・活用の事例を
収集し類型化した。これらから、巡りの場、見せ場、伝える場、祝祭景からなる「都市祝祭空間」の見方を定義した。
さらに、祭り時の観光者の視点を活かした、都市空間や景観の整備・保全の新たな方法を開発した。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on traditional Japanese festivals and aims at developing a new 
perspective related to an urban space and proposing a planning theory for conservation and enhancement of 
an urban space based on analysis of the use of an urban space at a festival and its change, and 
relationship between the movement of a portable shrine, floats or spectators and urban spaces.
Through thirty case studies, we revealed how a festival has appeared corresponding to an urban space and 
how the solidarity of local community has been developed through a festival. Further, we collected 
outstanding cases regarding improvement of an urban space featuring a festival. Finally, we could define 
the conception of ‘urban festival space’ consisting of space for parade, space for performance, space 
for interaction and festival scape. In addition, we could also develop a new method for preservation and 
enhancement of an urban space and landscape by reflecting the perspective of spectators at festival.

研究分野：都市計画　観光まちづくり

キーワード： 祭り　都市空間　都市形態学　観光まちづくり　歴史まちづくり　山車　観光者の視点　モニターツア
ー
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見せ場）の生まれ方を収集・類型化した。 



①「まちなか巡行型」の特色 
 山車や神輿がまちなかを渡御する「まちな
か巡行型」では、山車の進行方向を変えるこ
とに技術を必要とする交差点や、見上や見下
ろしの山車等の整列が栄える坂道、地形的に
特色のある広場や駅前広場などによる祝祭
空間の特色を明らかにした。 
② 街路幅員と祝祭空間の関係 
 また、特に、街路幅員と祝祭空間の関係に
ついて集客数のきわめて多い日本三大曳山
祭（高山祭・秩父夜祭・京都祇園祭）を対象
に比較調査を行い、幅員の違いによる巡行ル
ートとして選ばれる傾向や、観客の鑑賞空間
と移動空間の明確化の傾向を明らかにした。 
③「水辺巡行型」の特色 
 また、「水辺巡行型」と名付けた川や海上
を神輿等が渡御する祭りでは、その場所と山
車等のパフォーマンスの特徴から、浜型、海
際型、舟上型と類型化し、観客の滞留や移動
の傾向を整理した。 
 これらは観光資源として祭りを活かす際
の、観客数や観客行動を考慮した都市空間形
成や活用に資する情報を提供している。 
 

街路幅員と祝祭空間の関係の例 
 
 
 (3) 都市空間・祝祭空間の歴史的変容と相互
影響 
① 都市化等に伴う祝祭空間の歴史的な変容 
 祝祭空間の形やそこでの山車や神輿等の
パフォーマンスは、時代ともに変化する都市
空間に対応しながら継承されてきた。神社と
御旅所を結ぶ巡行ルートはまちの重要な地
点を結びつつも、そのルートは自動車社会の
到来による道路等の都市構造の変化や土地
利用変化、防災水辺整備によってかなり変わ
っていることを明らかにした。 
 また、少子高齢化に伴う祭りの担い手不足
に対応して、祝祭コミュニティも地区の限定
的な形から、地区内のより広い層や地域外の
人の協力を得られる形に変化しているもの
もあった。 

② 祝祭を意識した都市の再整備・保全 
 一方、これら、近代化以降の都市化による
整備によって失われたかつての街路や各種
オープンスペース、水辺の祝祭空間が、近年
では、祭りを意識した形で再整備が行われる
事例が増えていることがわかった。 

愛知県 亀崎の海岸整備と水辺型祝祭空間の変遷 

福島県 二本松提灯祭りの見せ場の変遷 
 
③ 祝祭空間の全国的な整備動向 
 こうした祝祭を意識した都市整備の近年
の傾向を把握するため、 祭りや祭りに関連
する有形無形の資産を、歴史的風致を構成す
る重要な要素として位置づけている「歴史ま
ちづくり法（2008年）」に基づき、各自治体
が策定している「歴史まちづくり計画」の内
容を俯瞰した。その結果、祝祭の舞台として
の広場整備の計画などはごくわずかであり、
巡行ルート沿いの町並みの修景事業や山車
巡行の円滑化のための無電柱化の計画は多
数見られた。 
 
(4) 祭りで顕在化する地域の空間性やコミュ
ニティの類型化 
① 歴史的コミュニティとそのつながりの理解  
 各地の祭り調査から、祭り時には山車等の
運行を司るまち・コミュニティの単位が、祝
祭時の提灯等の飾りやはっぴの種類、居囃子
などで視覚化される。この情報を地図化し、
史実と重ねることで、歴史的な町のまとまり
や地域外との関係が見える場合があること
がわかり、これを祝祭コミュニティエリアと
して定義した。これは現在の住所とは異なる
古い町のまとまりの場合も多い。例えば、千
葉県の佐原の大祭では、かつての在郷町のま
とまり、さらには、まちと周辺農村集落とい
う地域を越えた祝祭コミュニティのつなが
りを確認できた。 



② 地域の空間性の解読の手がかり
 また、祭り時には、地域で大事にされてき
た都市空間の空間性、象徴性が顕在化する
で地域の計
のことを、東日本大震災で津波の被害を受け
た岩手県大槌町・吉里吉里祭りの復興調査を
通して確認した。
通して、震災前の巡行ルートへの段階的回復
や、まちかどを利用した御旅所
舞台の創出に加え、背景となる海との視覚的
な関係性など、
失われた
間・風景とコミュニティの場を復興する上で
の重要な手がかり
 

 
(5) 祝祭空間の視点を活かした都市空間の見
方の展開
① 都市を
 以上のような都市祝祭空間
え方による調査からは
の道や、低未利用地的
も、新しい価値、機能が見いだせることを示
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際、周辺の空き地や、
積極的に
の抜け道としても機能し
で生まれた回遊性の高い長浜のまちの特徴
がみごとに活かされている
② 開放空間と閉塞空間のコントロール
 一方で、大規模な集客数の祭りでは、
内スペースへの外部者の流入が
ある。
極的に受け入れる例や、バリケードを作って
流入を防
対象に明らかにした。
る観客コントロールの課題と視点を提示し
ている。
 
 

地域の空間性の解読の手がかり
また、祭り時には、地域で大事にされてき
た都市空間の空間性、象徴性が顕在化する
で地域の計画に生かせる情報となり得る
のことを、東日本大震災で津波の被害を受け
た岩手県大槌町・吉里吉里祭りの復興調査を
通して確認した。
通して、震災前の巡行ルートへの段階的回復
や、まちかどを利用した御旅所
舞台の創出に加え、背景となる海との視覚的
な関係性など、 
失われた地区にもかかわらず、
間・風景とコミュニティの場を復興する上で
の重要な手がかり

祝祭空間の視点を活かした都市空間の見
方の展開  
都市を活動舞台とみ
以上のような都市祝祭空間
による調査からは
道や、低未利用地的
も、新しい価値、機能が見いだせることを示
している。それは、
表舞台」としての道や
活動を支える楽屋的な
機能を果たしている
スペースにも着目し
る「背景」として
路鋪装を捉える見方
例えば、滋賀県の
も歌舞伎では、歌舞伎の舞台となる曳山は交
差点に一時的に設置され、３方向は鑑賞空間
に、曳山背面方向は楽屋とな
周辺の空き地や、
積極的に設けられた
の抜け道としても機能し
で生まれた回遊性の高い長浜のまちの特徴
がみごとに活かされている
開放空間と閉塞空間のコントロール
一方で、大規模な集客数の祭りでは、
内スペースへの外部者の流入が
ある。この状況に対して桟敷席の設置等で
極的に受け入れる例や、バリケードを作って
流入を防止する例などの実態を
対象に明らかにした。
る観客コントロールの課題と視点を提示し
ている。 

地域の空間性の解読の手がかり
また、祭り時には、地域で大事にされてき
た都市空間の空間性、象徴性が顕在化する

画に生かせる情報となり得る
のことを、東日本大震災で津波の被害を受け
た岩手県大槌町・吉里吉里祭りの復興調査を
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通して、震災前の巡行ルートへの段階的回復
や、まちかどを利用した御旅所
舞台の創出に加え、背景となる海との視覚的

 多くの建造物や都市基盤が
にもかかわらず、

間・風景とコミュニティの場を復興する上で
の重要な手がかりを見出すことができた。

祝祭空間の視点を活かした都市空間の見

舞台とみる：裏舞台
以上のような都市祝祭空間
による調査からは、日頃は、
道や、低未利用地的なオープンスペースに
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それは、巡行ルートや見せ場など
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機能を果たしている路地や空き地などの
にも着目し、あるいは、活動の栄え

る「背景」として町並み景観や眺望景観、道
見方・考え方

例えば、滋賀県の長浜曳山祭における子ど
、歌舞伎の舞台となる曳山は交

差点に一時的に設置され、３方向は鑑賞空間
に、曳山背面方向は楽屋となっている。
周辺の空き地や、複数の商業系敷地等に
設けられた通り抜け路地は、演技中

の抜け道としても機能し、長年の地元の努力
で生まれた回遊性の高い長浜のまちの特徴
がみごとに活かされていることがわかった
開放空間と閉塞空間のコントロール
一方で、大規模な集客数の祭りでは、
内スペースへの外部者の流入が
この状況に対して桟敷席の設置等で

極的に受け入れる例や、バリケードを作って
止する例などの実態を

対象に明らかにした。観光化した祭りにおけ
る観客コントロールの課題と視点を提示し

地域の空間性の解読の手がかり 
また、祭り時には、地域で大事にされてき
た都市空間の空間性、象徴性が顕在化する

画に生かせる情報となり得る。こ
のことを、東日本大震災で津波の被害を受け
た岩手県大槌町・吉里吉里祭りの復興調査を
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や、まちかどを利用した御旅所や郷土芸能の
舞台の創出に加え、背景となる海との視覚的

多くの建造物や都市基盤が
にもかかわらず、 地域の空

間・風景とコミュニティの場を復興する上で
見出すことができた。

祝祭空間の視点を活かした都市空間の見

裏舞台や背景
以上のような都市祝祭空間という見方・考

日頃は、交通のため
オープンスペースに
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、歌舞伎の舞台となる曳山は交
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っている。その
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通り抜け路地は、演技中
長年の地元の努力

で生まれた回遊性の高い長浜のまちの特徴
ことがわかった

開放空間と閉塞空間のコントロール 
一方で、大規模な集客数の祭りでは、民地
内スペースへの外部者の流入が少なからず
この状況に対して桟敷席の設置等で

極的に受け入れる例や、バリケードを作って
止する例などの実態を、秩父夜祭を

観光化した祭りにおけ
る観客コントロールの課題と視点を提示し

また、祭り時には、地域で大事にされてき
た都市空間の空間性、象徴性が顕在化するの

。こ
のことを、東日本大震災で津波の被害を受け
た岩手県大槌町・吉里吉里祭りの復興調査を

年に調査を
通して、震災前の巡行ルートへの段階的回復

郷土芸能の
舞台の創出に加え、背景となる海との視覚的

多くの建造物や都市基盤が
地域の空

間・風景とコミュニティの場を復興する上で
見出すことができた。 

祝祭空間の視点を活かした都市空間の見

背景 
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のため

オープンスペースに
も、新しい価値、機能が見いだせることを示

巡行ルートや見せ場など
に対して、そ

「裏舞台」としての
路地や空き地などの小
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町並み景観や眺望景観、道

長浜曳山祭における子ど
、歌舞伎の舞台となる曳山は交

差点に一時的に設置され、３方向は鑑賞空間
その

複数の商業系敷地等に
通り抜け路地は、演技中
長年の地元の努力

で生まれた回遊性の高い長浜のまちの特徴
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民地

少なからず
この状況に対して桟敷席の設置等で積

極的に受け入れる例や、バリケードを作って
秩父夜祭を

観光化した祭りにおけ
る観客コントロールの課題と視点を提示し

(6) 
都市の計画手法の開発
 祝祭時における観光者の視点を活かして、
都市の整備・保全の計画につなげる新たな方
法を開発した。まちづくり条例に基づく景観
ガイドライン「美の基準」を
している景観行政の先進自治体であり、また、
国指定
を有する
 具体的には、祝祭空間の分析と観客の行動
観察に加えて、観客の撮影した祭りの見せ場
を撮影した写真（
とで、観光者の視点や行動に配慮した祭り時
の視点場整備のあり方や、見せ場の背景とな
る景観コントロール重点地区の抽出方法を
開発した。これは行政が実施するフォトコン
テスト等と連動させることで、行政が実戦可
能な汎用性の高い方法となっている。
 

 
(7)

近年の様々な目的で行われている「モニター
ツアー」に着目し、実際に調査対象とした
の基礎自治体観光課や観光協会
得られた、実際に催行された２３事例を調査
した。
① 
 多様な展開を見せるモニターツアーの全
国的な動向を把握することができた。主催者
側のツアー造成目的を類型化した結果、「地
域資源発掘・評価」「旅行商品開発検証」「地
域 PR
証」と「
査として認識されていることが多かった。ま
た、主催者側の成果に対する評価としては、
「ツアーの商品化」と「地域資源の発掘・評
価」に効果が認められると一方で、ＰＲの効
果は限定的であると評価された。
② 
 モニターツアーが単なる旅行商品企画の
ためだけ
づくり（空間保全や整備、イベント等）に資
する仕掛けとなるための要件を、先進事例へ
のヒアリング等から明らかにした。それは、
モニターツアーの準備段階や実施段階で、意
見を反映させたい関係者との密な連携体制
とフィードバックの仕組みが構築できてい

(6) 祝祭時における観光者の視点を活かした
都市の計画手法の開発
祝祭時における観光者の視点を活かして、
都市の整備・保全の計画につなげる新たな方
法を開発した。まちづくり条例に基づく景観
ガイドライン「美の基準」を
している景観行政の先進自治体であり、また、
国指定重要無形民俗文化財の「貴船まつり」
を有する神奈川県真鶴町を対象に行った。
具体的には、祝祭空間の分析と観客の行動
観察に加えて、観客の撮影した祭りの見せ場
を撮影した写真（
とで、観光者の視点や行動に配慮した祭り時
の視点場整備のあり方や、見せ場の背景とな
る景観コントロール重点地区の抽出方法を
開発した。これは行政が実施するフォトコン
テスト等と連動させることで、行政が実戦可
能な汎用性の高い方法となっている。

(7)モニターツアーのまちづくりへの活用

近年の様々な目的で行われている「モニター
ツアー」に着目し、実際に調査対象とした
の基礎自治体観光課や観光協会
得られた、実際に催行された２３事例を調査
した。 
 モニターツアーの類型化と主催者評価
多様な展開を見せるモニターツアーの全
国的な動向を把握することができた。主催者
側のツアー造成目的を類型化した結果、「地
域資源発掘・評価」「旅行商品開発検証」「地
PR」の３つが主流であり、特に「評価・検
証」と「PR」といった目的が複合した観光調
査として認識されていることが多かった。ま
た、主催者側の成果に対する評価としては、
「ツアーの商品化」と「地域資源の発掘・評
価」に効果が認められると一方で、ＰＲの効
果は限定的であると評価された。
 まちづくりへの活用への要点
モニターツアーが単なる旅行商品企画の
ためだけでなく、地域の資源を活かしたまち
づくり（空間保全や整備、イベント等）に資
する仕掛けとなるための要件を、先進事例へ
のヒアリング等から明らかにした。それは、
モニターツアーの準備段階や実施段階で、意
見を反映させたい関係者との密な連携体制
とフィードバックの仕組みが構築できてい

祝祭時における観光者の視点を活かした
都市の計画手法の開発 
祝祭時における観光者の視点を活かして、
都市の整備・保全の計画につなげる新たな方
法を開発した。まちづくり条例に基づく景観
ガイドライン「美の基準」を
している景観行政の先進自治体であり、また、
重要無形民俗文化財の「貴船まつり」
神奈川県真鶴町を対象に行った。

具体的には、祝祭空間の分析と観客の行動
観察に加えて、観客の撮影した祭りの見せ場
を撮影した写真（81枚）を収集・解析するこ
とで、観光者の視点や行動に配慮した祭り時
の視点場整備のあり方や、見せ場の背景とな
る景観コントロール重点地区の抽出方法を
開発した。これは行政が実施するフォトコン
テスト等と連動させることで、行政が実戦可
能な汎用性の高い方法となっている。

モニターツアーのまちづくりへの活用

近年の様々な目的で行われている「モニター
ツアー」に着目し、実際に調査対象とした
の基礎自治体観光課や観光協会
得られた、実際に催行された２３事例を調査

モニターツアーの類型化と主催者評価
多様な展開を見せるモニターツアーの全
国的な動向を把握することができた。主催者
側のツアー造成目的を類型化した結果、「地
域資源発掘・評価」「旅行商品開発検証」「地
」の３つが主流であり、特に「評価・検
」といった目的が複合した観光調

査として認識されていることが多かった。ま
た、主催者側の成果に対する評価としては、
「ツアーの商品化」と「地域資源の発掘・評
価」に効果が認められると一方で、ＰＲの効
果は限定的であると評価された。
まちづくりへの活用への要点
モニターツアーが単なる旅行商品企画の
でなく、地域の資源を活かしたまち

づくり（空間保全や整備、イベント等）に資
する仕掛けとなるための要件を、先進事例へ
のヒアリング等から明らかにした。それは、
モニターツアーの準備段階や実施段階で、意
見を反映させたい関係者との密な連携体制
とフィードバックの仕組みが構築できてい

祝祭時における観光者の視点を活かした

祝祭時における観光者の視点を活かして、
都市の整備・保全の計画につなげる新たな方
法を開発した。まちづくり条例に基づく景観
ガイドライン「美の基準」を 20 年以上運用
している景観行政の先進自治体であり、また、
重要無形民俗文化財の「貴船まつり」
神奈川県真鶴町を対象に行った。

具体的には、祝祭空間の分析と観客の行動
観察に加えて、観客の撮影した祭りの見せ場

枚）を収集・解析するこ
とで、観光者の視点や行動に配慮した祭り時
の視点場整備のあり方や、見せ場の背景とな
る景観コントロール重点地区の抽出方法を
開発した。これは行政が実施するフォトコン
テスト等と連動させることで、行政が実戦可
能な汎用性の高い方法となっている。 

モニターツアーのまちづくりへの活用

近年の様々な目的で行われている「モニター
ツアー」に着目し、実際に調査対象とした
の基礎自治体観光課や観光協会から回答の
得られた、実際に催行された２３事例を調査

モニターツアーの類型化と主催者評価
多様な展開を見せるモニターツアーの全
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るかが、ツアー参加者の意見を有効に活用す
るための重要な要素であることが判明した。 
とりわけ下呂市では、参加者提案タイプや定
量調査との併用といった戦略性ある独創的
なモニターツアーの催行により、受入体制の
構築や新たな戦略づくりにモニターツアー
が貢献していることが分かった。 
 当初予定していた歴史的建造物の保全・活
用をめざしたまちづくりにおけるモニター
ツアーの活用実験は、条件が整わず実践でき
なかった。 
 
 以上、祭り時の都市空間の変容や使われ方、
神輿や山車・観客の動きと都市空間との関係
を多様に分析を通して、また、観客の視点を
把握することで、地域の文化的な活動舞台と
しての都市空間の保全や整備に資する、いく
つかの都市の見方や計画論を導くことがで
きた。これを観客等という外部の評価を現場
レベルで受け止めながら具体化するための
モニターツアーを活用した実現プロセス手
法については、引き続き研究を進めたい。 
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